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児童が主体的・協働的に学ぶ「読むこと」の単元構想の工夫 

 

 

  将来の変化を予測することが困難な時代

を前に，子供たちには，幅広い知識と柔軟な

思考力に基づいて判断することや，他者と切

磋琢磨しつつ異なる文化や歴史に立脚する

人々との共存を図ることなど，変化に対応す

る資質・能力が一層求められている。 

  平成27年８月，中央教育審議会教育課程企

画特別部会から出された論点整理（資料１）

において，新しい時代に求められる学校教育

の在り方について次のような記述がある。 

資料１ 中教審教育課程企画特別部会 論点整理 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

国語科では「実生活で生きて働き，各教科

等の学習の基本ともなる国語の能力を身に

付けること」等に重点を置いている。このこ

とは，実生活などの具体的な場面で主体的に

思考し，判断しながら国語の能力を発揮でき

るようになることであり，資料１に示すよう

な新しい時代に求められる資質・能力にも

共通するものである。 

このような国語の能力を育成するために

は，国語科の授業づくりにおいて，単元を通

して明確な課題意識（目的）をもち，課題解

決のために，児童が自ら本や文章を選んで読

んだり，思いや願いを膨らませて相手や目的

に応じて文章を書いたり，話し合ったりでき

るような課題解決的な学習過程を工夫する

ことが重要である。その過程を通して身に付

けた話す・聞くことの能力，書くことの能力，

読むことの能力は，実生活で生きて働く国語

の能力となる。国語科における主体的・協働

的な学びを実現することにより，新しい時代

に求められる実生活に生きて働く国語の能

力の育成が期待できる。 

実生活に生きて働く言語能力を育成するためには，具体的な言語活動を通し，児童が主体

的・協働的に課題解決に向かう問題解決的な学習過程が重要である。そこで，「読むこと」の

単元構想の工夫について具体的な実践を通して提案したい。 

１ 主体的・協働的な学びの意義 

対象 

校種 

幼稚園 小学校 中学校 

高等学校 特別支援学校 

（新たな学校文化の形成） 
 

予測できない未来に対応するためには，・・・

（中略）・・・教育を通じて，解き方があらかじ

め定まった問題を効率的に解ける力を育むだけで

は不十分である。これからの子供たちには，社会

の加速度的な変化の中でも，社会的・職業的に自

立した人間として，伝統や文化に立脚し，高い志

と意欲を持って，蓄積された知識を礎としながら，

膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し，自

ら問いを立ててその解決を目指し，他者と協働し

ながら新たな価値を生み出していくことが求めら

れる。      （※ 下線は執筆者による） 

 



 

   

(1) 目的とする言語活動を位置付けた課題

解決的な単元構想 

   国語科の授業における学習過程を児童

の主体的・協働的な思考や判断が十分に

生かされた課題解決の過程になるよう工

夫したい。そのためには，図１に示すよう

に，単元に設定された言語活動を実現する

ために，既習の知識・技能を活用しながら

思考・判断・表現し，課題解決することを

通して，読むことの能力（指導事項）を身

に付けていく単元構想を提案したい。 

   表現の内容や解釈について協働的に学

習する必然性を生じさせるためには，より

よい表現や解釈を求める単元課題を工夫

することも大切である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 目的とする言語活動を位置付けた課題解決的な単元構想 

（2） 言語活動を通しての思考・判断・表現

の評価 

「読むこと」の学習において，目的と

する言語活動を実現することを通して，

どのような読むことの能力（指導事項）

を身に付けるのかを明確にしておかな

ければならない。そのためには，児童の

言語活動をどのように評価するのかを

具体化しておく必要がある。そこで，「読

む能力」の評価規準を基に，目標の達成

の度合いを判断するための目安として

「判断の要素」を設定するとともに，そ

れを具体化した尺度として「判断基準」

を設定することを提案したい。「判断基

準」を設定することにより適切な指導と

的確な評価ができる。「判断の要素」及

び「判断基準」の設定例を表１に示す。 

表１ 「判断基準」設定の具体例 

評価規準（「思考・判断・表現」） 
○ 読む能力 
   「たんぽぽのちえ」について，時間的な順序を

表す言葉，様子，理由を関係付けながら内容の大

体を読み，自分が選んだ「植物のちえ」について

時間的な順序，様子，理由を関係付けながら説明

している。  （読むこと イ） 
思考，判断に基づく表現内容（評価の対象） 

○ 自分で選んだ「植物のちえ」を説明する「○○の

ちえブック」（ワークシート） 

判断の要素 

ア 時間的な順序 

  （時間的な順序を表す言葉）    

イ 様子と理由の因果関係 

  （様子や理由を表す言葉） 

判断基準Ｂ（おおむね満足できる状況） 

ア 時間を表す言葉を見付け，様子（～のです。）と理

由（～からです。）を区別しながら，「たんぽぽのち

え」の内容の大体を読んでいる。 

  時間を表す言葉を「ちえブック」にまとめている。 

イ 「問い」と「答え」の関連を手掛かりにしながら

「たんぽぽのちえ」の内容の大体を読んでいる。 

  植物が,ちえを働かせる様子と，その理由を「ちえ

ブック」にまとめている。 

判断基準Ａ（新たな視点を加えたもの） 

○ 複数の「ちえ」を説明するために，段落のまとま

りを考えながら（読んでいる）書いている。 

(段落構成についての気付き) 

 

２ 身に付けたい力を明確にした単元構想 

単元のねらい 
  

○ 「たんぽぽのちえ」について，時間的な順序，様子，理由を関

係付けながら内容の大体を読み,自分が選んだ植物の知恵につい

ても調べ，まとめることができる。（小１・２ 読むこと（1）イカ） 
 
目的とする言語活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童が，言語活動を実現するため解決すべき課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     よりよい表現にするための学び合い 
 
「○○のちえブック」づくりを通しての課題解決過程の振り返り 
・ 学習成果の実感，新たな課題の発見 

 
小学校第２学年 読むこと 「たんぽぽのちえ」 

自分で選んだ「植物のちえ」を説明する「○○の

ちえブック」づくり 

《課題を見いだし，解決の見通しをもたせる手立て》 

○ モデル文を提示し，分かりやすい説明の仕方について

の課題意識をもたせる。 

 

● 「○○ちえブック」にはどんなことを書けばいいだろうか。 

● どのように書けば分かりやすい説明ができるだろうか。 

※ 指導事項との関連を考慮する。 
 

課
題
追
究 

教科書教材を通しての読みの力 自分の表現への適用 



(3) 具体的な指導計画の例（第２学年 読むこと 教材「たんぽぽのちえ」） 

ア 単元名「じゅんじょに気をつけて読もう」（全 10時間） 
イ 単元の目標   

    たんぽぽの知恵について，時間的な順序を表す言葉，様子，理由を関係付けながら内容の 
大体を読み，自分が選んだ植物の知恵について調べたことを分かりやすく説明することがで 
きる。（Ｃ読むこと イ） 

 

（鹿児島市立山下小学校 田代祥太教諭の実践を基に作成） 

過

程 

言語

活動 
主な学習活動 

児童が見いだす課題 

（児童の課題意識） 

教師の指導・評価 

※ 重点評価項目 
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１ 司書の「植物のちえ」のブック

トークを聞き，気付いたことを話

し合い，単元の学習課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

２ 単元の学習課題の解決へ向けて

課題を出し合い，言語活動を実現

するための学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 完成した「ちえブック」を読み

合い，よりよい説明について話し

合ったり，お互いの表現のよさを

発見したりする。 

 ・ 学習の振り返り 

 ・ 学習のまとめ 

 ○ 司書のブックトークにより，植物には様々

な知恵があることを知り，「○○のちえブッ

ク」を用いた説明に対する興味・関心をもつ

ことができるようにする。 

○ 教師が提示した２種類の「ちえブック」を

比較することで，どのように書けば分かりや

すい説明になるかを考え，単元を貫く課題を

見いだすことができるようにする。 

○ 題材とする植物を選ばせ，並行読書のコー

ナーを設け，どんな知恵があるのかいつでも

調べられるようにする。 

 

 

 

 

○ 「『ちえブック』でどのように説明すれば

いいか。」という課題意識に基づき，教材文

「たんぽぽのちえ」には，どのようなちえが

どのように説明されているかという課題を

解決する読みを展開させる。 

 

○ 時間的な順序を表す言葉，たんぽぽの様子

と理由に着目させながら読み進めさせる。 

○ 挿絵と本文を結び付けて読み進めること

で，たんぽぽの様子をはっきりとイメージで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 聞き手（読み手）にとっての植物のちえや

理由のよりよい説明の仕方について話合い

をさせる。 

○ お互いの書き方のよいところを伝えたり，

これまでの学習をノートに書いたりするこ

とで，本単元で身に付けた力を実感できるよ

うにする。 

植物にはいろんな知

恵があるんだな。 

自分の選んだ植物のちえを

分かりやすく説明した「○○

のちえブック」を作ろう。 
 

「○○のちえブッ

ク」にはどんなこと

を書くのかな。どの

ように書けば分かり

やすく説明できるか

な。 
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たんぽぽ

にはどんな

ちえがある

のかな。 

 

「たんぽ

ぽのちえ」

の説明はど

うして分か

りやすいの

かな。 

「○○の

ち え ブ ッ

ク」はどの

ような順序

で書けば分

かりやすく

説明できる

かな。 

自分が選

んだ植物に

は，どんな

ちえがある

のかな。 

 

調べたち

えを分かり

やすくつた

えるために

どんな工夫

をしたらい

いかな。 

３～６「たんぽぽのちえ」を読

み，書かれた内容や説明の仕

方について考える。 

○ 花がさいて２，３日たった

ときのちえとその理由 

○ 花がすっかりかれたとき

のちえとその理由 

○ わた毛ができるころのち

えとその理由 

○ よく晴れて風のある日と

雨ふりの日のちえとその理

由 

７ たんぽぽの「ほかのちえ」

（自作資料）をどんな順序で

書けばいいかを考える。 

 

 

 

８ 「○○のちえブック」づく

りに必要な情報を収集する。 

９ 時間的な順序，様子と理由

に気を付けて「○○ちえブッ

ク」を作る。 

 

活
用 

習
得 

単元の学習を通し

て，自分はどんなこと

ができるようになった

のかな。 

 

※ 「○○のちえブック」づくりに向け

ての自分なりの課題や解決の見通しを

もち，学習に取り組もうとしている。 

※ 言葉や文，挿絵を手掛かりにし，た

んぽぽのちえやその理由について理解

し，時間的順序の構成を考えながら内

容の大体を読んでいる。 

（発言，ノート） 

 

※ 時間的順序を表す言葉や理由を表す

言葉を使って，自分が選んだ植物のち

えを植物の様子とその理由を呼応させ

ながら説明している。 

（発言，植物のちえブック） 

 



 

   

(1) 協働的な学習の意義 

これまでにも多くの実践で，ペア学習や

グループ学習などが取り組まれてきてお

り，児童が協働的に学習する場が設定され

てきている。しかし，協働的な学習を通し

ても個々の思考が深まったり，広がったり

していない実践も散見される。協働的な学

習の意義を再確認し，協働的な学習の場が

形骸化しないよう留意したい。 

   国語科における協働的な学習では，児童

が自他の解釈や表現の共通点や相違点に

ついて相互交流（対話）しながらその価値

やよさや不十分さを検討することを通し

て，新たな言葉の学びを創り出していくこ

とに意義がある。 

(2) 児童の課題解決につながる協働的な学

習のポイント 

   協働的な課題解決を実現するために以

下の３ポイントを大切にした交流活動を

設定したい。 

    

 

 

 

 

 教師は，このような協働的な学習を実現

させるために，「どのような目的で交流さ

せるか」，「どのような視点で思考させる

か」，「その結果，児童のどのような姿が期

待されるのか」を明確に（想定）しておく

必要がある。 

   前ページの指導計画例（※第７時）での

協働的な学習の想定を表２のように示す。 

表２ 「学び合い」想定シート 

第２学年国語科「たんぽぽのちえ」本時における「学び合い」の想定 
「学び合い」の目的 

 たんぽぽの「ほかのちえ」（※自作資料）について，「どん

な順序で書けば分かりやすい説明になるか」という課題を解

決する。 
※ みんなが納得する説明の順序を見付ける。（その理由も） 

「学び合い」で期待される効用 

強固 
自分が考えたカードの並べ方が友達の考え方と一

致していた。友達の理由も聞いて，自分の考えがよ

り確かなものになった。 

修正 
 自分が考えたカードの並べ方が友達と違った。友

達の理由を聞いて，自分の考えの不十分なところに

気付いたので，考えを修正した。 

付加 
 自分の考えと友達の考えは一致していた。でも理

由を聞いて，自分が気付かなかった根拠に気付き，

考えが広がった。 
「学び合い」の手順（※思考活動） 

① 並べたカードを読み合う。（比較） 

② カードを「時間を表す言葉」，「様子を

表す文」，「理由の文」に分ける。 

（整理・分類） 

③ 根拠と理由を話し合う。（関係付け） 

④ 疑問に思うことを質問する。 

⑤ 自分の考えを見つめ直す。 

【形態】 

ペア 

【活用するツール】 

ノート，短冊カ

ード 

「学び合い」におけるめざす児童の思考の想定 

○ 「たんぽぽのちえ」は，それぞれの説明が「時間を表す

言葉→様子→理由」の順で書かれていた。だから，「ほかの

ちえ」も同じ順に説明すると分かりやすい。 

（説明の順序） 

○ 「たんぽぽのちえ」で様子の文は，「～ます。」，わけの文

は，「それは～のです。」「それは～からです。」で書かれて

いた。だから，～の文は様子の文，～の文はわけの文と考

える。                （文末表現） 

○ 複数の「植物のちえ」を説明するときには，段落のまと

まりを考えながら説明すると分かりやすい。※Ａ基準 

（鹿児島市立山下小学校の実践から） 

  このように協働的な学習を通して期待す

る児童の思考を想定することにより，教師は

児童の課題解決につながる助言や相互交流

を促すコーディネートを具体的に行うこと

が可能になる。 

  実生活に生きて働く国語の能力を身に付

ける主体的・協働的に学ぶ「読むこと」の授

業改善が一層推進されることを期待したい。 

 

 

 

 

（教科教育研修課）
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３ 課題解決に向けた協働的な学習 

【協働的な学習を創るポイント】 
○ 課題追究の目的や視点を明確にした

双方向の交流活動の設定 
○ 相手の考えを適切に理解させる手立

ての具体化 
○ 交流後の自己の振り返り（思考の深

化，付加・修正）の場の設定 



 


